
❶ 松山市立子規記念博物館
「人間正岡子規」をテーマに、俳句や短歌
など、子規の直筆資料等を展示。平成29
年４月に常設展示室をリニューアル。
■住/松山市道後公園1-30
■問/☎089-931-5566
■営/9：00～17：00（５～10月は～18：00）
　　 火曜・祝日の翌日（土日除く）休館

❷ 松山市庚申庵史跡庭園
1800（寛政12）年に栗田樗堂が建てた
草庵を、当時の趣を尊重して復元した。桜
やノダフジに彩られた風流な庭もある。
■住/松山市味酒町2-6-7
■問/☎089-915-2204
■営/10：00～18：00
　　 水曜休園（祝日の場合翌日）

❸ 一草庵
自由律俳人・種田山頭火の終の住処と
なった庵。山頭火は松山の人々に支え
られ、ここで10カ月を過ごし、生涯を
終えた。
■住/松山市御幸1-435-1
■問/☎089-948-6891（松山市文化財課）
※内部の見学は問い合わせを
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岡
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８
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周
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友
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梧
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　ほ
か
に
も
松
山
か
ら
は
、小
林
一
茶
と
も
親

交
が
あ
っ
た
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戸
時
代
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漂
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。
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句
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句
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催
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催
さ
れ
て
い
ま

す
。平
成
26
年
に
は「
俳
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松
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創
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す
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は
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ん
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俳
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ま
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と
し
て
松
山
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力
を
広
く
発
信
し

て
い
ま
す
。

花園町にも

　　　俳句ポス
トがあるよ！

松山市立子規記念博物館
外壁にはその季節の
俳句が掲示されているよ！

松山城山ロープ
ウェイにも

「ことば」を掲
示

　松
山
に
は「
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あ
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岡
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連
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っ
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歩
い

た
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が
子
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め
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北
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今
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残
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き
日
の
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が
見
上
げ
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山
城

は
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え
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い
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田
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頭
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よ
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後
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泉
本
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を
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ぐ
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、子
規

た
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よ
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三
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浜
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か
ら
揚
が
っ
た
魚
に

舌
鼓
を
打
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、高
浜
港
の
夕
日
を
愛
で
る
。「
俳
句
」を

愛
し
た
彼
ら
を
懐
か
し
み
つ
つ
、当
時
と
変
わ
ら
ぬ

松
山
の
風
景
を
眺
め
、歩
き
、食
べ
る
ひ
と
と
き―

贅
沢
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

松山市中心部で開催される
俳句甲子園

俳句ポストーク！

愛媛大学教育学部准教授（近現代俳句研究者）

青木 亮人さん
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子規堂

坂の上の雲
ミュージアム

❷
松山市庚申庵
　史跡庭園

子規記念博物館内に再現された
愚陀佛庵

探
訪

幸
せ

路面電車にも掲示される
「ことば」

子規が通い、漱石が教鞭をとった
松山中学校の跡を示す碑

多くの句碑が点在する
俳句の道JR松山駅に佇む

子規の句碑

西ノ下大師堂内にある
高浜虚子の胸像

俳句とまち歩きのハイクを掛けて
専属ガイドと歩く「松山はいく」

俳
都
松
山
を
歩
く

　松
山
は
俳
句
の
ま
ち
。た
く
さ
ん
の

有
名
な
俳
人
が
生
ま
れ
、今
も
俳
句
や

言
葉
の
文
化
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

街
角
で
出
会
う
句
碑
や
俳
人
ゆ
か
り

の
庵
、そ
し
て
文
学
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

〝
い
い
、加
減
。〞な
文
学
散
歩
を
。

俳
句
の
風
景
が
残
る

贅
沢
な
ま
ち
松
山

平成26年８月25日、松山市は
「俳都松山宣言」を発表しました

俳句対局エキシビションマッチ

Masaoka Shiki, Japan’s most 
famous haiku poet, is from 
Matsuyama City. Many other 
haiku poets have come from 
here, and the citizens of this 
city place great importance 
on the culture of haiku and 
words. Literary museums 
and events have become 
specialties of this city.

コラム
Column

ここがいい、加減。

　1867（慶応3）年、伊予国の松山藩士の子として生まれる。幼時に父が他界したため家督を相続。少年時代から漢詩や
回覧雑誌の編集などに親しむ。1883（明治16）年に上京し、第一高等中学校で夏目漱石と親しくなる。第一高等中学校
在学中の21歳のときに喀血。その頃から自身をホトトギスとなぞらえて、「子規」と名のるように。大学中退後、新聞
記者をしながら俳句や短歌の革新、新体詩に挑戦、病気と闘いながらも34歳で亡くなるまで精力的に創作活動に取り
組んだ。また、松山に野球を初めて伝え、数々の野球用語を作ったといわれ、2002（平成14）年、野球殿堂入りした。

■正岡子規とは

　俳都松山を宣言した松山市では、夏井いつきさんを俳都松山
大使に任命し、俳句と松山の魅力をPRしています。
　平成30年9月には「俳都松山×俳句ポスト50周年　～秋高し
俳句ポストの五十年～」を開催し、俳句ポスト選者の部天思さ
んと夏井いつきさんによる「俳句ポストーク！」と、囲碁や将棋のよ
うに向かい合い、制限時間内に俳句を作り合って即吟力を競う

「俳句対局」を行いました。俳句対局では、エキシビションマッチ
が行われ、審査員が飛び入りで参加するなど、大きな盛り上がり
を見せました。

子規の句碑市内にたくさんあるよ☆
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